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行
政
研
究

石
油
タ
ン
ク
の
安
全
対
策
横
浜
市
屋
外
石
油
タ
ン
ク
安
全
性
研
究
会
報
告

は
じ
め
に

　
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
に
起
っ
た
水
島
に
お

け
る
石
油
流
失
事
故
を
は
じ
め
五
十
年
二
月
の

四
目
市
の
石
油
タ
ン
ク
火
災
な
ど
、
事
故
が
多

発
し
て
い
る
が
、
石
油
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
十
分
な
安
全
性
の
検
討
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
巨
大
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
と
い
え
る
。

　
石
油
基
地
を
か
か
え
る
横
浜
市
と
し
て
も
、

水
島
事
故
を
契
機
に
い
ち
早
く
石
油
タ
ン
ク
の

安
全
確
保
に
と
り
く
み
、
基
礎
的
研
究
の
積
み

か
さ
ね
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
を
も
と
に
タ

ン
ク
の
保
安
点
検
な
ど
に
つ
い
て
本
市
独
自
の

運
用
基
準
の
設
定
を
行
い
、
大
型
タ
ン
ク
の
改

善
命
令
を
行
う
な
ど
関
連
企
業
の
指
導
を
進
め

て
き
た
。

　
こ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
石
油
タ
ン
ク
の
構

造
、
設
計
、
施
工
に
関
す
る
検
査
及
び
解
析
結

果
等
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
石
油
タ
ン
ク
の

基
礎
、
溶
接
、
地
震
と
の
関
係
、
監
視
体
制

等
、
石
油
タ
ン
ク
の
安
全
対
策
に
か
か
せ
な
い

基
本
的
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
た
め
、

学
識
経
験
者
に
よ
る
研
究
会
を
設
け
、
「
屋
外
石

油
タ
ン
ク
安
全
性
研
究
結
果
報
告
書
」
を
と
り

ま
と
め
た
。
こ
の
報
告
書
の
内
容
を
中
心
に
石

油
タ
ン
ク
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
以
下
紹
介

す
る
こ
と
と
す
る
。

一

佐
野
秀
哉
＜
企
画
調
整
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
主
査
＞

　
タ
ン
ク
（
貯
槽
）
と
い
う
と
一
般
に
、
大
容

量
の
気
体
、
液
体
を
貯
蔵
す
る
タ
ン
ク
を
考
え

る
が
、
石
油
精
製
工
業
、
石
油
化
学
工
業
、
一

般
化
学
工
業
で
使
用
さ
れ
る
タ
ン
ク
類
に
は
、

多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。

　
製
油
所
で
の
原
油
の
流
れ
か
ら
み
た
場
合
、

一
次
原
油
タ
ン
ク
、
二
次
原
油
タ
ン
ク
、
中
間

タ
ン
ク
、
牛
製
品
タ
ン
ク
、
製
品
タ
ン
ク
の
名

称
で
数
多
く
使
用
さ
れ
、
重
要
な
役
割
を
は
た

し
て
い
る
。

　
タ
ン
ク
ヤ
ー
ド
は
原
料
タ
ン
ク
群
と
製
品
タ

ン
ク
群
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
基
置
、
プ
ロ
セ
ス

基
置
の
関
係
か
ら
位
置
、
配
置
が
決
定
さ
れ
、

防
火
上
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

タ
ン
ク
の
概
要

石
油
タ
ン
ク
事
故
・
点
検
・
運
用
基
準
等
の
経
過

四
十
九
年
十
二
月
　
水
島
、
三
菱
石
油
重
油
流
出
事
故

横
浜
、
ア
ジ
ア
石
油
重
油
漏
れ

五
十
年
　
一
月
　
消
防
庁
通
達
、
一
万
Ｋ
Ｌ
以
上
タ
ン
ク
の
不
等
沈
下
測
定

一
万
Ｋ
Ｌ
以
上
タ
ン
ク
（
二
二
六
基
）
の
不
等
沈
下
測
定

堺
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
原
油
流
出
事
故

二
月
　
四
日
市
、
大
協
石
油
タ
ン
ク
火
災

内
部
問
放
点
検
の
指
示
（
一
万
Ｋ
Ｌ
以
上
不
等
沈
下
〇
・
五
％
以
上
一
八
基
）

三
月
　
タ
ン
ク
の
現
場
検
査
（
七
月
）

水
島
事
故
原
因
調
査
中
間
報
告
（
事
故
原
因
調
査
委
員
会
、
木
原
委
員
長
）

五
月
　
消
防
庁
、
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
保
安
点
検
等
に
関
す
る
基
準

六
月
　
内
部
開
放
点
検
完
了

七
月
　
不
等
沈
下
タ
ン
ク
に
改
善
命
令

八
月
　
屋
外
タ
ン
ク
の
保
安
点
検
に
関
す
る
運
用
基
準

十
月
　
横
浜
市
屋
外
タ
ン
ク
の
安
全
性
研
究
会
発
足

十
二
月
　
冰
島
事
故
原
因
調
査
報
告
（
事
故
原
因
調
査
委
員
会
、
木
原
委
員
長
）

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
成
立

五
十
一
年
　
一
月
　
横
浜
市
屋
外
タ
ン
ク
安
全
性
研
究
会
報
告

消
防
庁
、
屋
外
タ
ン
ク
の
貯
蔵
所
の
規
制
に
関
す
る
運
用
基
準

三
月
　
中
小
型
タ
ン
ク
点
検
結
果
報
告
、
六
基
に
改
善
命
令

七
月
　
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
特
別
防
災
区
域
指
定
（
鶴
見
・
神
奈
川
・
磯
子
・
中
）



〔参考－1〕　屋外タンク分布図

　　　タンク規模区分　３万kL以上●　１万～３万kL●　１万kL未満・
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タ
ン
ク
ヤ
ー
ド
の
周
囲
に
は
防
油
堤
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
省
令

　
（
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
等
二
二
条
）

等
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
石
油
タ
ン
ク
の
よ
う
な
常
圧
タ
ン
ク
に
関
す

る
法
律
と
し
て
は
、
消
防
法
、
危
険
物
の
規
制

に
関
す
る
政
令
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規

則
が
あ
り
、
ま
た
高
圧
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
高

圧
ガ
ス
取
締
法
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
が

あ
る
。

一
　
タ
ン
ク
の
種
類
と
そ
の
特
徴

ア
　
開
放
型
タ
ン
ク

　
通
常
各
操
作
間
の
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
や
。
ハ
ッ
チ

操
作
の
セ
ッ
ト
リ
ン
グ
タ
ン
ク
等
に
用
い
ら
れ

屋
根
つ
き
タ
ン
ク
に
比
べ
安
い
費
用
で
建
設
で

き
る
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
タ
ン
ク
で
は
、
爆

発
や
火
災
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
液

体
、
危
険
性
の
あ
る
化
学
薬
品
、
有
害
な
に
お

い
の
発
生
す
る
液
体
等
の
貯
蔵
は
で
き
な
い
。

イ
　
固
定
屋
根
式
（
地
上
）
タ
ン
ク

　
平
ら
な
底
板
、
た
て
型
円
筒
形
の
側
板
お
よ

び
固
定
し
た
屋
根
か
ら
な
る
タ
ン
ク
で
通
常
大

気
圧
に
近
い
微
圧
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
適
用
範
囲
が
広
く
維
持
管
理
が
や
さ
し
く

比
較
的
経
済
的
な
建
設
が
で
き
る
も
の
で
最
も

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

ウ
　
浮
屋
根
式
（
地
上
）
タ
ン
ク

　
貯
蔵
す
る
液
体
に
揮
発
性
の
成
分
を
大
量
に

含
ん
で
い
る
時
そ
の
蒸
発
損
失
を
最
少
限
に
す

る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
固
定
屋
根
式

タ
ン
ク
で
固
定
屋
根
を
つ
け
る
か
わ
り
に
貯
蔵

液
体
の
増
減
に
し
た
が
っ
て
上
下
す
る
液
面
に

浮
か
ぶ
屋
根
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
。
石
油

類
の
貯
蔵
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大

型
の
原
油
タ
ン
ク
は
こ
の
形
式
の
タ
ン
ク
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
的
な
建
設
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
　
固
定
屋
根
つ
き
浮
屋
根
式
タ
ン
ク

　
浮
屋
根
式
タ
ン
ク
の
上
に
ド
ー
ム
ル
ー
フ
等

の
固
定
屋
根
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
た

と
え
ば
ペ
ー
パ
ー
の
発
散
を
防
ぐ
と
同
時
に
貯

蔵
物
へ
の
雨
水
の
混
入
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
よ

う
な
場
合
に
適
す
る
。

オ
　
カ
バ
ー
ト
フ
ロ
ー
ト
タ
ン
ク

　
大
気
圧
貯
槽
の
中
で
、
固
定
屋
根
式
に
も
浮

屋
根
式
に
も
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
る
。

両
者
の
長
所
を
兼
ね
備
え
る
よ
う
に
開
発
さ
れ

た
の
が
、
カ
バ
ー
ト
フ
ロ
ー
ト
タ
ン
ク
で
あ

る
。
固
定
屋
根
式
タ
ン
ク
の
中
に
浮
屋
根
を
加

え
た
も
の
で
あ
り
、
浮
屋
根
に
よ
っ
て
内
容
物

の
蒸
発
損
失
を
防
止
し
、
固
定
屋
根
に
よ
っ
て

風
雨
に
よ
る
影
響
や
汚
染
か
ら
守
ろ
う
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。

　
な
お
、
浮
屋
根
外
周
部
と
側
板
内
面
と
の
密

封
装
置
を
ミ
ー
ル
機
構
と
呼
び
、
合
成
ゴ
ム
膜

に
よ
る
ミ
ー
ル
機
構
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
現

在
わ
が
国
で
は
地
震
時
の
安
全
性
か
ら
主
に
こ

の
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

二
　
タ
ン
ク
の
規
格
と
設
計

　
タ
ン
ク
を
設
計
す
る
に
あ
た
っ
て
は
現
在
適

用
さ
れ
て
い
る
各
種
の
規
格
や
法
規
が
あ
る

が
、
わ
が
国
で
は
①
「
J
I
S
」
②
石
油
学
会

規
格
(
J
P
I
)
③
A
P
I
(
A
m
e
r
i
c
a
n

P
e
t
r
o
l
e
u
m
　
I
n
s
t
i
t
u
t
e
)
が
適
用
さ
れ
て
建
設

さ
れ
て
い
る
タ
ン
ク
が
多
い
。

　
次
に
タ
ン
ク
容
量
の
表
わ
し
方
に
つ
い
て

は
、
通
常
｢
K
L
｣
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
で
は
バ
ー
レ
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

　
タ
ン
ク
ご
と
の
固
有
名
詞
の
一
部
と
し
て
使

用
さ
れ
る
容
量
と
し
て
呼
称
容
量
が
あ
る
。
通

常
ラ
ウ
ン
ド
ナ
ン
バ
ー
で
表
わ
さ
れ
、
た
と
え

ば
5
0
0
0
K
L
重
油
タ
ン
ク
等
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

一
般
事
項

　
本
研
究
は
、
屋
外
石
油
タ
ン
ク
（
特
に
一
万

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
）
の
構
造
安
全
性
に
関
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
目
的
で
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
油
の
流
出
の
問
題
に

重
点
を
お
き
、
タ
ン
ク
自
体
の
油
漏
れ
に
対
す

る
構
造
上
の
問
題
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
そ
の
安
全
性
検
討
の
対
象

は
、
①
タ
ン
ク
自
体
の
油
漏
れ
に
対
す
る
構
造

安
全
性
、
②
損
傷
を
受
け
た
場
合
の
被
害
を
減

少
さ
せ
る
た
め
の
補
助
施
設
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
タ
ン
ク
の
総
合
的
安
全
の
追
求
に
関
し
て

は
、
災
害
の
種
類
を
混
同
し
な
い
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
常
時
の
状
態
で
の
災

害
、
②
非
常
時
の
災
害
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
各

々
に
つ
い
て
、
損
傷
を
少
な
く
し
。
破
損
を
受

け
た
場
合
で
も
で
き
る
か
ぎ
り
被
害
を
少
な
く

す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
問
題
が
工
業
的
、
技
術
的
な
範
躊
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
以
上
、
基
本
的
な
設
計
条
件
、
施

工
体
制
、
具
体
的
な
施
工
技
術
の
実
態
の
検
討

と
併
せ
て
、
タ
ン
ク
事
故
の
実
例
を
数
多
く
調

査
す
る
こ
と
に
よ
る
原
因
追
求
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
は
事
故
例
の
正
確
な
追
求
が

技
術
の
改
善
と
進
歩
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
広
く
実
例
の
収
集
調
査
と
そ
の

分
析
、
整
理
、
研
究
を
行
い
、
よ
り
よ
い
設
計

改
善
に
役
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
報
告
の
内
容
は
、
現
時

点
に
お
け
る
構
造
的
立
場
か
ら
み
た
石
油
タ
ン

ク
構
造
物
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
で
あ
り
、
今

後
、
各
方
面
で
研
究
が
積
重
ね
ら
れ
る
中
で
、

さ
ら
に
新
た
な
成
果
が
つ
け
加
え
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

一
　
油
漏
れ
に
関
す
る
問
題

　
現
在
の
状
況
で
は
側
板
破
壊
よ
り
も
底
板
を

通
し
て
の
油
漏
れ
が
大
量
流
出
に
つ
な
が
る
重

大
な
要
因
を
な
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
過
去
に
お
け
る
多
く
の
側
板
破
壊
事
故
以

降
今
日
で
は
、
そ
の
国
際
的
な
改
善
対
策
に
よ
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っ
て
側
板
に
つ
い
て
は
、
設
計
、
施
工
上
の
信

頼
性
は
向
上
し
て
い
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
底
板

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
施
工
の
容
易
さ
と
経

済
性
に
重
点
が
お
か
れ
て
き
た
た
め
、
我
が
国

特
有
の
軟
弱
地
盤
と
タ
ン
ク
構
造
と
の
相
関
、

と
く
に
側
板
、
底
板
接
合
部
と
支
持
地
盤
と
の

相
関
力
学
と
い
う
重
要
面
が
看
過
さ
れ
て
い
た

と
と
も
に
、
タ
ン
ク
構
造
の
主
要
部
を
形
成
す

る
溶
接
部
の
実
用
的
・
効
果
的
検
査
法
が
確
立

さ
れ
な
い
ま
ま
、
容
量
規
模
の
拡
大
が
急
速
に

進
行
し
て
き
た
の
が
実
情
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
結
果
、
底
板
部
に
内
蔵
さ
れ
て
い
た
弱

点
が
、
事
故
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
油
漏
れ
の
原
因
と
し
て
次
の
五
項
目
が

あ
げ
ら
れ
る
。

①
　
タ
ン
ク
底
部
の
施
工
不
良

②
　
マ
ウ
ン
ド
及
び
基
礎
地
盤
の
沈
下
及
び
不

同
沈
下
に
ょ
る
欠
陥
の
発
生
及
び
欠
陥
部
の
拡

大③
　
腐
蝕
に
よ
る
油
漏
れ

④
　
地
震
時
、
振
動
に
よ
る
隅
角
底
板
部
分
の

局
部
破
壊
の
可
能
性

⑤
　
地
震
時
そ
の
他
に
お
け
る
液
面
大
動
揺
に

よ
る
内
容
液
の
筒
壁
を
越
え
る
あ
ふ
れ
出
し
の

可
能
性

①
と
②
及
び
③
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
原
因
と

な
り
う
る
し
、
そ
れ
ら
は
④
の
地
震
時
の
傷
口

を
大
き
く
す
る
原
因
と
も
な
る
。
ま
た
⑤
に
つ

い
て
は
、
液
体
の
あ
ぶ
れ
だ
し
に
よ
る
火
災
発

生
の
危
険
率
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

の
状
況
で
み
る
と
、
タ
ン
ク
の
安
全
性
に
は
、

タ
ン
ク
底
板
と
基
礎
地
盤
及
び
マ
ウ
ン
ド
の
設

計
が
相
互
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
こ
と
、

施
工
の
信
頼
性
が
高
い
こ
と
、
液
体
の
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

二
　
タ
ン
ク
の
設
計
、
施
工
に
関
す
る
問
題

　
タ
ン
ク
の
設
計
は
、
わ
が
国
で
は
主
と
し
て

J
I
S
､
J
P
I
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
に
は
底
板
周
辺
部
の
構
造
解
析
に
基
い
て

定
め
ら
れ
た
規
定
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
耐
震

そ
の
他
の
災
害
に
関
す
る
規
定
も
十
分
と
は
い

え
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
規
格
に
の

っ
と
り
経
験
技
術
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
漸
時

規
模
を
拡
大
し
て
建
設
が
な
さ
れ
た
と
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
基
礎
地
盤
と
底
板
と
の
相

互
関
連
性
に
つ
い
て
の
構
造
解
析
に
基
く
定
量

的
規
定
が
早
急
に
追
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
般
に
構
造
物
の
安
全
性
と
信
頼
性
は
、

そ
の
施
工
に
お
け
る
品
質
管
理
の
体
制
に
よ
る

と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。

　
し
か
し
こ
れ
ま
で
は
、
一
般
に
工
事
の
効
率

化
に
追
わ
れ
て
き
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
扱

い
業
者
の
、
技
術
精
度
や
責
任
体
制
に
つ
い
て

の
相
互
の
意
思
疎
通
が
極
め
て
不
十
分
な
状
況

に
あ
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
が
重
大
な
欠
陥
を

生
む
可
能
性
を
内
蔵
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
そ
の
設
計
と
監
理
に
は
、
上
部

構
造
と
基
礎
工
と
も
に
高
度
広
範
な
技
術
レ
ベ

ル
を
有
す
る
技
術
機
関
に
よ
り
、
一
貫
的
な
責

任
体
制
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
マ
ウ
ン
ド
修
正
に
お
け
る
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
修
正
は
、
軽
卒
な
工
法
を
採
用
し
実
施

し
た
場
合
に
は
、
底
板
の
局
部
変
形
を
増
大
さ

せ
る
要
因
と
な
る
こ
と
が
極
め
て
多
い
と
い
う

現
実
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
タ
ン
ク
・
マ
ウ

ン
ド
修
正
に
つ
い
て
は
、
沈
下
が
全
体
と
し
て

剛
体
的
な
傾
斜
沈
下
の
形
で
起
っ
て
い
る
場

合
、
タ
ン
ク
の
油
操
作
上
支
障
が
な
い
か
ぎ
り

に
お
い
て
避
け
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
乱

雑
な
マ
ウ
ン
ド
修
正
に
よ
っ
て
、
マ
ウ
ン
ド
自

体
の
安
定
化
し
つ
つ
あ
る
地
盤
性
状
が
大
き
く

乱
さ
れ
る
こ
と
は
、
タ
ン
ク
の
底
板
の
安
全
性

に
つ
い
て
か
え
っ
て
有
害
と
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
何
等
か
の
理
由
で
マ
ウ
ン
ド

の
修
正
を
行
う
場
合
に
は
、
修
正
後
の
マ
ウ
ン

ド
、
と
く
に
側
板
直
下
お
よ
び
ア
ニ
ュ
ラ
ー
プ

レ
ー
ト
部
分
に
お
け
る
地
盤
に
つ
い
て
均
一
な

性
状
係
数
を
確
保
で
き
る
よ
う
施
工
上
、
十
分

な
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図‐1　油漏れに関する問題（常時）図‐２　油漏れに関する問題（非常時）

図‐３　タンクの設計・施工に関す

　　　　る問題
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三
　
立
地
に
関
す
る
問
題

　
現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
屋
外
タ
ン
ク
建

設
に
主
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
臨
海
埋
立
地

域
は
、
軟
弱
地
盤
で
あ
り
、
立
地
上
適
当
と
は

い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
現
状
か
ら

み
る
と
、
産
業
立
地
と
し
て
の
可
能
性
、
な
ら

び
に
住
居
地
域
か
ら
の
隔
離
の
容
易
性
等
か
ら

埋
立
軟
弱
地
盤
を
避
け
る
こ
と
は
、
現
実
的
に

は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
の
臨
海
タ
ン
ク

地
域
の
地
盤
状
況
に
つ
い
て
も
地
表
か
ら
ゆ
る

い
砂
質
上
層
と
軟
か
い
粘
性
土
層
が
互
層
と
な

っ
た
埋
立
層
と
沖
積
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
粘

性
土
が
は
る
か
に
優
越
す
る
所
が
多
く
、
支
持

層
の
現
わ
れ
る
の
は
地
表
か
ら
二
〇
～
五
〇
メ

ー
ト
ル
で
起
伏
傾
斜
が
極
端
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
タ
ン

ク
自
体
の
安
全
確
保
を
め
ざ
し
て
、
臨
海
埋
立

軟
弱
地
盤
の
タ
ン
ク
の
立
地
と
し
て
の
有
効
利

用
に
対
す
る
工
学
的
技
術
的
ベ
ー
ス
で
の
基
本

的
解
明
が
早
急
に
実
行
に
移
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。

　
次
に
都
市
及
び
広
域
防
災
の
観
点
か
ら
考
察

す
る
と
、
現
状
で
は
過
密
に
建
設
さ
れ
た
タ
ン

ク
群
を
持
つ
臨
海
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
敷
地
へ

向
っ
て
、
住
居
地
域
が
拡
大
延
長
し
、
ま
す
ま

す
接
近
の
度
を
深
め
て
き
て
い
る
状
態
が
多

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
と
く
に
大

量
流
出
と
火
災
が
重
っ
た
場
合
、
累
加
的
に
被

害
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大

量
流
出
に
と
も
な
う
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
防
油
堤
、
防
災
堤
等
を
至
急
増
強
し
、
併

せ
て
タ
ン
ク
相
互
間
の
安
全
距
離
の
確
保
、
一

次
防
油
堤
の
補
強
改
修
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
な
お
、
緊
急
時
の
油
疎
開
の
た
め
の
油

溜
や
予
備
タ
ン
ク
の
設
置
も
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

四
　
現
在
と
る
べ
き
対
策

　
タ
ン
ク
の
安
全
性
確
保
に
は
、
工
学
及
び
技

術
の
多
く
の
問
題
点
を
内
包
し
て
お
り
、
今
後

の
防
災
対
策
の
た
め
に
は
、
実
デ
ー
タ
の
集

積
、
分
析
整
理
及
び
設
計
へ
の
反
映
、
な
ら
び

に
保
守
管
理
体
制
の
整
備
、
公
的
研
究
体
制
の

樹
立
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
タ
ン
ク
の
建
設
費
に
つ
い
て
も
経
済

社
会
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
打
立
て
ら
れ
て
来
た

慣
行
的
制
約
を
受
け
て
お
り
、
今
後
の
解
決
に

は
、
多
大
の
時
間
と
努
力
を
要
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
現
実
的
効
果

的
な
方
法
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
現
在
タ
ン

ク
に
つ
い
て
底
板
側
板
部
の
補
強
及
び
マ
ウ
ン

ド
の
修
正
等
の
改
善
対
策
、
油
漏
れ
監
視
体
制

の
確
立
、
沈
下
監
視
体
制
の
確
立
、
腐
蝕
に
対

す
る
点
検
、
補
修
等
の
施
策
を
と
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

五
　
今
後
の
防
災
対
策
の
た
め
に

　
タ
ン
ク
の
安
全
性
確
保
の
研
究
に
あ
た
っ
て

は
、
関
連
す
る
多
く
の
部
面
よ
り
取
組
む
必
要

に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
部
面
と
し
て
は

次
の
五
種
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ア
　
基
礎
工
の
デ
ー
タ

ア
　
基
礎
工
の
デ
ー
タ

イ
　
タ
ン
ク
の
水
張
り
試
験
前
後
の
詳
細
な
沈

下
記
録
及
び
沈
下
の
経
年
変
化
の
記
録

ウ
　
軟
弱
地
盤
に
お
け
る
地
震
時
の
振
動
性
状

を
把
握
す
る
た
め
の
振
動
記
録
の
収
集

イ
　
採
取
デ
ー
タ
の
組
織
的
分
析
整
理
と
設
計

へ
の
反
映

ア
　
破
壊
事
故
デ
ー
タ
に
つ
い
て
原
因
経
路
の

明
確
把
握

イ
　
採
取
経
年
変
化
デ
ー
タ
、
事
故
デ
ー
タ
の

項
目
別
の
傾
向
整
理
と
統
計
処
理

ウ
　
実
用
的
設
計
理
論
と
実
現
象
と
の
対
比
評

価エ
　
諸
種
の
力
学
的
挙
動
値
よ
り
設
計
上
へ
の

採
用
値
の
集
約
環
元

オ
　
集
約
デ
ー
タ
値
等
を
参
考
と
す
る
設
計
の

改
善

ウ
　
設
計
の
あ
り
方
の
再
検
討

ア
　
旧
来
の
設
計
上
の
技
術
基
準
の
歴
史
的
変

遷
の
整
理

イ
　
立
地
特
性
条
件
に
対
す
る
規
模
の
再
検
討

ウ
　
地
盤
、
タ
ン
ク
構
造
の
現
時
的
デ
ィ
テ
ー

ル
の
再
検
討

エ
　
　
地
盤
、
タ
ン
ク
の
施
工
法
の
諸
検
討

オ
　
マ
ウ
ン
ド
の
防
油
法
に
関
す
る
研
究

カ
　
危
険
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
防
災
上
の
総
合
検

討オ
　
品
質
管
理
の
体
制
の
整
備

　
ア
基
礎
・
タ
ン
ク
建
設
に
あ
た
っ
て
、
設
計

　
・
監
理
を
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
施
す

　
る
中
立
的
職
域
体
制
の
樹
立

　
イ
　
基
礎
・
タ
ン
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
施
工
分
域
に

　
お
け
る
管
理
責
任
体
制
及
び
連
絡
体
制
の
明
確

　
化

　
ウ
　
早
期
の
油
漏
れ
探
知
シ
ス
テ
ム
の
樹
立
と

　
そ
の
管
理
体
制
の
確
立

　
エ
　
全
般
に
わ
た
る
防
災
機
構
作
働
点
検
管
理

　
体
制
の
樹
立

　
オ
　
タ
ン
ク
保
有
者
の
保
守
管
理
上
の
所
定
事

　
項
定
期
報
告

　
カ
　
常
時
の
公
的
研
究
体
制
の
樹
立

　
ア
　
軟
弱
地
盤
の
各
種
地
盤
改
良
法
に
つ
い
て

　
の
諸
種
の
基
礎
的
研
究

　
イ
　
溶
接
部
に
対
す
る
現
場
の
効
果
的
検
査
法

　
ウ
　
溶
接
継
目
の
塑
性
変
形
能
力
お
よ
び
疲
労

　
の
効
果
問
題
の
基
礎
的
研
究

　
エ
　
　
耐
震
関
係
諸
事
項
の
基
礎
的
研
究

　
オ
　
軟
弱
地
盤
に
対
す
る
タ
ン
ク
の
適
正
規
模

　
限
界
に
対
す
る
研
究

　
カ
　
高
度
諸
研
究
よ
り
設
計
指
針
の
明
示
と
実

　
用
基
準
の
作
成

　
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
津
浪
、
暴
風
雨
、

　
大
雨
、
洪
水
そ
の
他
に
見
ら
れ
る
自
然
条
件
に

　
対
し
て
も
、
ま
た
、
構
造
本
体
と
細
部
機
構
に

　
対
し
て
も
十
分
な
検
討
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

　
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
研
究
者
だ
け
で
は

な
く
タ
ン
ク
の
保
有
者
、
設
計
者
、
建
設
業

　
者
、
そ
の
安
全
管
理
に
指
導
性
を
有
す
る
官
庁
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の
積
極
的
な
意
志
と
協
力
に
よ
っ
て
有
効
な
実

を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

三

個
別
事
項

　
以
下
に
述
べ
る
個
別
事
項
は
、
現
時
点
ま
で

に
お
け
る
か
ぎ
ら
れ
た
研
究
結
果
か
ら
の
集
約

判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

一
　
　
基
礎
地
盤

　
地
盤
に
つ
い
て
は
、
タ
ン
ク
建
設
に
先
立
ち

十
分
な
初
期
圧
密
沈
下
を
完
了
さ
せ
て
お
く
と

と
も
に
、
と
く
に
側
板
下
周
辺
を
中
心
と
し
た

支
持
力
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。

　
さ
ら
に
地
盤
の
性
状
と
そ
の
後
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
正
確
に
把
握
す
る
よ
う
体
制
を
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
マ
ウ
ン
ド
の
安
定
対
策
と
し
て
は
、

側
板
直
下
部
分
の
マ
ウ
ン
ド
は
、
礫
、
砕
石
等

の
材
料
に
よ
り
よ
く
締
固
め
る
こ
と
、
地
震
時

に
液
状
流
動
化
を
起
し
や
す
い
地
盤
の
場
合
に

は
、
マ
ウ
ン
ド
外
周
の
側
方
流
動
へ
の
安
定
対

策
上
、
マ
ウ
ン
ド
周
辺
部
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
リ
ン
グ
壁
を
設
け
、
拘
束
す
る
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　
な
お
、
不
等
残
留
沈
下
の
予
想
さ
れ
る
タ
ン

ク
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
三
年
に
一
度
の

定
期
的
な
内
部
開
放
点
検
を
行
い
、
沈
下
の
監

視
対
策
を
立
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

二
　
タ
ン
ク
本
体

　
タ
ン
ク
本
体
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
隅
角

部
分
に
と
く
に
留
意
す
る
と
と
も
に
タ
ン
ク
側

板
下
端
部
が
地
震
時
に
座
屈
し
な
い
よ
う
に
設

計
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
　
溶
接

　
ア
　
タ
ン
ク
の
側
板
と
底
板
及
び
底
板
と
底
板

の
接
合
部
分
は
、
全
面
的
に
完
全
溶
込
み
で
応

力
集
中
が
少
く
か
つ
探
傷
し
や
す
い
溶
接
と
す

る
。

イ
　
溶
接
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
各
タ
ン
ク
ご

と
に
溶
接
管
理
責
任
者
を
登
録
明
記
し
、
そ
の

指
導
、
検
査
、
補
修
、
記
録
等
の
責
に
あ
た
ら

せ
る
。

ウ
　
タ
ン
ク
工
作
、
工
事
に
従
事
す
る
溶
接
工

に
対
し
て
、
現
場
に
お
け
る
溶
接
工
作
技
倆
を

テ
ス
ト
す
る
た
め
の
適
切
な
付
加
試
験
を
行
い

品
質
管
理
上
の
信
頼
性
の
確
保
を
行
う
。

四
　
耐
震

図‐4　基礎・地盤

図‐５　マウンドの安定対策図‐6　タンク本体

図‐７　溶　接

図８‐耐震①図‐9　耐震②
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ア
　
タ
ン
ク
内
の
液
体
動
揺
に
対
し
て
は
、
条

件
に
あ
っ
た
地
震
応
答
解
析
を
行
っ
て
設
計
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

イ
　
側
板
上
縁
か
ら
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
の
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
屋
根
等
に
設
計

上
の
配
慮
を
行
う
。

ウ
　
タ
ン
ク
側
板
下
の
支
持
地
盤
、
基
礎
及
び

側
板
周
辺
底
板
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
側
板

か
ら
底
板
外
周
部
に
加
わ
る
力
及
び
地
盤
変
形

に
対
し
て
マ
ウ
ン
ド
の
剪
断
滑
り
破
壊
及
び
底

図‐10　防油堤板
の
大
変
形
破
壊
が
生
じ
な
い
よ
う
に
設
計
す

る
。

五
　
防
油
堤

ア
　
一
次
、
二
次
防
油
堤
に
つ
い
て
地
震
時
耐

力
に
も
十
分
配
慮
す
る
。

イ
　
防
油
堤
（
一
次
内
）
の
容
量
は
、
少
く
と

も
当
該
防
油
堤
内
の
最
大
タ
ン
ク
容
量
の
百
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
が
必
要
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　
こ
の
報
告
の
内
容
は
、
構
造
的
立
場
か
ら
み

た
検
討
結
果
で
あ
り
、
今
後
各
方
面
で
研
究
が

積
み
か
さ
ね
ら
れ
る
中
で
、
さ
ら
に
新
た
な
成

果
が
つ
け
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
こ
の
報
告
書
は
、
今

後
の
石
油
タ
ン
ク
安
全
対
策
の
確
立
の
契
機
と

な
り
、
わ
が
国
の
都
市
及
び
市
民
の
安
全
対
策

の
前
進
に
寄
与
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。

横
浜
市
屋
外
タ
ン
ク
安
全
性
研
究
会
委
員

東
京
大
学
名
誉
教
授
　
仲
　
威
雄
（
溶
接
工
学
）

東
京
大
学
教
授
　
　
　
大
崎
順
彦
（
基
礎
構
造
）

東
京
大
学
教
授
　
　
　
大
洋
　
胖
（
耐
震
工
学
）

東
大
地
震
研
究
所
長

東
京
大
学
教
授
　
　
　
加
藤
　
勉
（
鉄
骨
構
造
）

東
京
電
機
大
学
助
教
授
森
田
耕
次
（
溶
接
検
査
）

㈱
日
建
設
計
理
事
　
　
多
田
英
之

横
浜
市
技
監
　
　
　
　
田
村
　
明

企
画
調
整
局
長

横
浜
市
消
防
局
長
　
　
松
本
　
功

〔参考‐2〕

錐屋根タンク（側面図）(底面図)
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